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宇
城
市
合
併
と
同
時
に
宇
城
市

サ
ッ
カ
ー
協
会
が
結
成
さ
れ
た
折
、

県
サ
ッ
カ
ー
協
会
や
地
元
出
身
で

県
立
大
津
高
校
サ
ッ
カ
ー
部
監
督

の
平
岡
和
徳
さ
ん
な
ど
多
数
の
来

賓
の
方
々
が
出
席
さ
れ
、
盛
大
な

門
出
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
市
の
サ
ッ
カ
ー
を

通
じ
た
伝
統
や
日
本
代
表
を
輩
出

し
た
土
地
柄
、
第
１
次
宇
城
市
総

合
計
画
（
第
４
章
ま
ち
づ
く
り
長

期
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
誰
も
が

楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
」）

を
踏
ま
え
、
こ
の
宇
城
市
を
サ
ッ

カ
ー
の
メ
ッ
カ
と
し
、
特
に
キ
ッ

ズ
部
門
の
育
成
に
力
を
入
れ
て
は

ど
う
か
と
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

昨
年
の
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
で
は
、
地
元
出
身
の
巻
誠

一
郎
選
手
が
出
場
さ
れ
、
市
で
も

大
き
な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し

た
。
こ
の
盛
り
上
が
り
を
一
過
性

の
も
の
と
し
て
終
わ
ら
せ
ず
、
地

域
活
性
化
に
生
か
す
た
め
、
昨
年
、

福
島
県
に
開
校
し
た
「
Ｊ
Ｆ
Ａ
ア

カ
デ
ミ
ー
」
を
宇
城
市
で
も
開
設

で
き
な
い
も
の
か
と
日
本
サ
ッ

カ
ー
協
会
と
何
度
も
協
議
し
て
き

ま
し
た
。
現
在
、
市
サ
ッ
カ
ー
協

会
を
は
じ
め
、
県
サ
ッ
カ
ー
協
会

な
ど
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
ま
た
、
県
内
外
で
活
躍
さ

れ
て
い
る
企
業
な
ど
か
ら
ご
賛

同
・
ご
支
援
を
受
け
、
設
置
に
向

け
て
の
体
制
づ
く
り
を
進
め
て
お

り
ま
す
。
そ
し
て
、
４
月　

日
の

１９

日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
理
事
会
に
お

い
て
、
Ｊ
Ｆ
Ａ
ア
カ
デ
ミ
ー
設
置

の
意
義
・
目
的
、
地
域
の
拠
点
と

し
て
の
役
割
・
位
置
付
け
と
な
る

基
本
計
画
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
「
他
地
域
で
の
ア
カ
デ

ミ
ー
開
設
の
た
め
の
検
討
グ
ル
ー

プ
を
編
成
し
、
開
設
を
希
望
す
る

地
域
に
対
し
て
調
査
を
開
始
す
る

こ
と
」
な
ど
に
つ
い
て
、
本
格
的

な
協
議
に
入
る
こ
と
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
は
、
サ
ッ
カ
ー
の
み

な
ら
ず
、
ス
ポ
ー
ツ
全
般
を
通
し

て
の
青
少
年
育
成
、
人
づ
く
り
、

さ
ら
に
は
地
域
活
性
化
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
波
及
効
果
が
期
待
で
き
る

と
思
い
ま
す
。
ア
カ
デ
ミ
ー
誘
致

が
で
き
ま
す
よ
う
市
民
皆
さ
ま
の

ご
理
解
、
ご
協
力
、
ご
支
援
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

市
長
室
か
ら

市
長
室
か
ら 
市
長
室
か
ら

市
長
室
か
ら 
市
長
室
か
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６
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へ
５
月　

日
�
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

１８

宇城市長

　阿曽田　清

　

４
月　

日
、
熊
本
県
郡
市
収

１８

入
役
会
会
長
か
ら
坂
梨
博
幸
さ

ん
（
元
宇
城
市
収
入
役
）
に
感

謝
状
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

坂
梨
さ
ん
は
、
平
成　

年
１

１７

月　

日
、
宇
城
市
誕
生
か
ら
収

１５
入
役
と
し
て
尽
力
。
同
会
の
発

展
と
宇
城
市
の
発
展
に
大
き
く

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
功
績

に
よ
り
、
感
謝
状
の
授
与
と
な

り
ま
し
た
。

　現職４人、新人１人が２議席を争った宇城市
区は、激戦の結果、無所属現職の鬼海洋一さん
（６２歳）が５選を果たし、自民現職の守田憲史
さん（４７歳）が再選しました。
　宇城市の当日有権者数は５１，７６５人、投票率は
７６．１７％で、県内では天草市・郡区に次ぐ投票
率でした。

　開票結果は次のとおりです。
　当　鬼海洋一　６２歳　無現 １１，３３１票　　　
　当　守田憲史　４７歳　自現 ８，７８３票　　　
　　　篠�鐵男　６７歳　自現 ６，９１８票　　　
　　　松永真一　４８歳　自現 ６，３２８票　　　
　　　吉田裕司　５０歳　無新 ５，５７８票　　　

（敬称略）

熊本県議会議員一般選挙の投開票が4月8日に行われました。

市
の
発
展
に
大
き
な
貢
献

　昨年度から人権・環境・健康の合同カレン
ダーを作成して各家庭へ配布しています。
　このカレンダーは人権啓発を大きな目的とし
て、熊本県の人権教育補助事業（２分の１補
助）により作成しました。
　現在、市では人権・環境・福祉を重点課題とし
て取り組んでおり、個別に啓発やお知らせを行
なうより、合同で行う方がより効果的で効率的
であると考えて実施しております。
　１年間の使用に耐えられるように良質紙を使
用、また、見やすく分かりやすくするためカ

ラーで印刷
しています。
ぜひ、ご家
庭の見やす
い場所に掲
示し、ご活
用ください。

総合カレンダーを活用しよう！
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４
月
よ
り
、「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
戦
略
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
」
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
習
得
す
べ
く
、
こ
れ
ま
で
の
熊
本

県
東
京
事
務
所
か
ら
東
京
・
汐
留
に
あ
る

（
株
）
電
通
本
社
に
勤
務
先
を
移
し
、
新

た
な
分
野
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

今
回
は
、
そ
の
４
代
目
社
長
・
吉
田
秀

雄
さ
ん
が
残
し
た
電
通「
鬼
十
則
」を
ご
紹

介
し
ま
す
。
こ
れ
は
電
通
社
員
の
行
動
規

範
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

精
神
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
今
の
電
通
が
あ

る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

　

起
草
者
の
吉
田
さ
ん
は
電
通
の
中
興
の

祖
で
あ
る
こ
と
は
元
よ
り
、
日
本
の
広
告

ビ
ジ
ネ
ス
の
中
興
の
祖
で
あ
り
、
民
放
テ

レ
ビ
放
送
の
生
み
の
親
で
も
あ
り
ま
す
。

彼
の
少
年
の
よ
う
な
疲
れ
を
知
ら
な
い
仕

事
ぶ
り
と
、
未
知
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
想
像
力
は
、
数
多
く
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
残
し
て
お
り
、
こ
の
わ
ず
か
十

項
目
・
３
０
９
文
字
の
電
通
「
鬼
十
則
」

に
は
ビ
ジ
ネ
ス
の
エ
ッ
セ
ン
ス
が
あ
ふ
れ
、

き
っ
と
皆
さ
ん
の
人
生
と
ビ
ジ
ネ
ス
を
根

本
か
ら
変
え
て
し
ま
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

一
、
仕
事
は　

自
ら
創
る
べ
き
で　

与
え

ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。

一
、
仕
事
と
は　

先
手
先
手
と
「
働
き
掛

け
」
て
行
く
こ
と
で　

受
け
身
で
や
る
も

の
で
は
な
い
。

一
、「
大
き
な
仕
事
」
と
取
り
組
め　

小

さ
な
仕
事
は
己
れ
を
小
さ
く
す
る
。

一
、「
難
し
い
仕
事
」
を
狙
え　

そ
し
て

こ
れ
を
成
し
遂
げ
る
所
に
進
歩
が
あ
る
。

一
、
取
り
組
ん
だ
ら
「
放
す
な
」　

殺
さ

れ
て
も
放
す
な　

目
的
完
遂
ま
で
は
。

一
、
周
囲
を
「
引
き
ず
り
廻
せ
」　

引
き

ず
る
の
と
引
き
ず
ら
れ
る
の
と
で
は　

永

い
間
に
天
地
の
ひ
ら
き
が
出
来
る
。

一
、「
計
画
」
を
持
て　

長
期
の
計
画
を

持
っ
て
い
れ
ば　

忍
耐
と
工
夫
と　

そ
し

て
正
し
い
努
力
と
希
望
が
生
ま
れ
る
。

一
、「
自
信
」
を
持
て　

自
信
が
な
い
か

ら
君
の
仕
事
に
は　

迫
力
も
粘
り
も　

そ

し
て
厚
味
す
ら
が
な
い
。

一
、
頭
は
常
に
「
全
廻
転
」　

八
方
に
気

を
配
っ
て　

一
分
の
隙
も
あ
っ
て
は
な
ら

ぬ　

サ
ー
ビ
ス
と
は
そ
の
よ
う
な
も
の
だ
。

一
、
摩
擦
を
怖
れ
る
な　

摩
擦
は
進
歩
の

母　

積
極
の
肥
料
だ　

で
な
い
と
君
は
卑

屈
未
練
に
な
る
。

東京見聞録 
東京見聞録 

派遣職員の 
派遣職員の 

市派遣職員が、今の仕事や市
外から見た宇城市の様子を報
告します。今月は株式会社電
通の内富裕登さんです。

　日本に住むことによって、世界中の人々がお互
いにどこかでつながっているということに気付か
されました。私は日本での生活を楽しんでいます
が、その中でもアメリカ文化と日本文化がどのよ
うにお互いに影響し合っているのかを見ることは
興味深いことです。
　例えば、多くの日本人がホットドッグやアメリ
カ映画を好きなことに驚かされました。しかし、
すぐにそれは不思議なことではないと思い直しま
した。なぜなら、日本文化もまた現在のアメリカ
文化に多く存在しているからです。
　前回、アメリカでの日本食について少し触れま
した。日本は食べ物ばかりでなく、エンターテイ
メントやテクノロジーの面でもアメリカ文化に影
響を及ぼしています。特に、ここ数年、日本のマ
ンガやアニメは小学生から３０代・４０代の大人にま
で、大変な人気があります。大きな書店では、マ
ンガやアニメの大きなコーナーまで設けています。

英語訳のものが主流ではありますが、日本語を勉
強している人たちは、日本語のオリジナルのもの
をそのまま楽しんでいます。今人気があるのは、
ポケモン、ドラゴンボールＺ、フルーツバスケッ
ト、ブリーチ、テニスの王子様、らんま 、ナル
ト、鋼の錬金術師、ガンダムなどです。
　また、アメリカ人は日本のテクノロジーを日常
生活のあらゆる場面で使っています。例えば、私
のアメリカで乗っていた車はホンダシビックです
し、私の両親の車は両方ともトヨタ車です。日本
の車は、信頼ができ、値打ち品であると考えられ
ています。多くの人々がアメリカ車より日本車を
好んでいます！　私の実家は日本の製品であふれ
ています。パナソニック製のテレビ、ソニーのパ
ソコンやプレイステーションなどです。アメリカ
の市場では、日本のテクノロジーは車や携帯電話、
ゲーム機、電化製品などにおいて、多くを占めて
います。ソニー・富士通・パナソニック・三菱、
日産、ホンダなどのブランド名は、どのアメリカ
人も知っています。
　日本で流行した多くの物は、結局、他の国々で
も流行します。異なる国々が、それぞれの優れた
ものを他国に紹介し、そのことによって、お互い
に世界中の個々の文化を分かち合い、楽しむこと
ができるということは、素晴らしいことだと思い
ます。

1―2

ALTとして小川中などで活躍中

「世界はつながっている」

ジョハンナ・デレオン先生の


